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、はじめに
年は囲碁界にとって の衝撃を受け
続けた年として刻まれることになる。
衝撃的な出来事があった。グーグルディー
プマインド社が開発した アルファ碁 と李
世 九段が 局戦う グーグルディープマイ
ンドチャレンジマッチ が 年 月 日か
ら 日にかけ、韓国ソウルのフォーシーズン
ズホテルで行われた（写真 ）。
人工知能（ ）がトッププロに勝つのはまだ先と考えていた囲碁関係者の予想を覆し、ア
ルファ碁が第 局から 連勝を決め大会の勝者となった。 局目に李九段が巻き返し 局返し
たものの、結果は 勝 敗でアルファ碁の完勝となった。
私は 日から 日まで韓国に滞在し、 、 、 局を現地で観戦した。現場では何があった
のか、そのときの韓国の反応はどのようなものだったかを中心に、日本での反応も含めて振り
返ってみたい。
もちろん私はコンピュータの専門家ではなく、囲碁の記者である。アルファ碁についての詳
細よりも、関係者のインタビューを通して、囲碁界がどのように を見ていたのかを主題と
したい。
現地韓国ではアルファ碁の衝撃を、 が人間を駆逐するのではという恐怖をもって受け止
めていた。人間対機械という構図の中で、李九段が 勝した瞬間には人類の矜持を守ったとい
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写真 世紀の一戦となった（写真・韓国棋院）
う称賛の拍手が送られた。私は取材途中でそのような対立を感じることはあったものの、むし
ろ人間と が同じものに向かっているのではないかと思う場面に出会った。グーグルディー
プマインド社から囲碁を究めたいという熱意が伝わってきた。それは棋士が持っている情熱と
同じではなかったか。取材を通して、なぜそのように感じるにいたったか紹介したい。
、アルファ碁以前
アルファ碁は、 年 月に科学雑誌 ネイチャー に掲載された論文によって、はじめて
一般に知られることとなった。論文では 年 月にアルファ碁が、ヨーロッパチャンピオン
で中国棋院二段の樊麾（ファン・フエイ）氏（フランス在住）に 連勝したと、棋譜とともに
紹介された。また李世 九段との対局も同時に発表された。
囲碁 が、本当に李世 九段を負かすことができるのか、そのニュースの真意を振り返っ
てみれば正確にとらえることができなかったのかもしれない。発表を聞いた瞬間、囲碁関係者
の間では懐疑的な意見が多かった。これは今までの囲碁ソフトがトップ棋士を負かすレベルに
なく、棋士に勝利するにはまだ時間がかかると考えられていたからだ。しかしコンピュータ碁
に詳しい棋士は、このニュースを予想外のことと受け止め、これまでのレベルから一気にス
テップアップしたのはブレイクスルーがあったと見ていた。
ここでこれまでのコンピュータ碁を巡る動きを概観したい。 年以前に、日本のプロ棋士
がコンピュータと対局した例としてまず思いつくのが第 回電王戦（ 年 月）である。こ
のときは日本で制作された囲碁プログラム と棋士（張豊猷、平田智也）による 路盤
三番勝負が行われた。ちなみに は、コンピュータ囲碁の大会である 杯において優勝
した経験があり、トップクラスの実力を持つプログラムであった。
結果は、棋士側がそれぞれ全勝し、棋士の圧勝という結果だった。
通常では、囲碁の対局は 路盤を使って打たれる。 路と 路を比較すると、読むべき数は
路の方が無数であり、やはり機械が棋士に勝つのはまだまだという印象だった。
また第 回電王戦では、同時にアマ強豪の江村棋弘さんと 路盤対局も行われ、江村さんの
勝利に終わっている。そのときの様子を週刊碁 年 月 日号で、私は次のように紹介した。
人工知能の研究は、人間が知能を使ってする行為を機械にさせるための探求といえる。機械が何
かをすると聞くと無機質な印象があるが、極めて血の通った行為がその根底思想にある。
どのように人間は囲碁に向かい合っているのか。脳の動きだけではなく、相手の表情を見てこの
局面は怪しいなど感じる直感をも、機械に身につけさせたいという夢があるように記者は感じてい
る。それは人工知能の発達の目標が、災害予測など人間の生活に役立つ予測の精度を上げるという
ことからも考えることができる。
機械には個性があり、囲碁ソフトにも棋風がある。 は厚み重視。もちろん、なんとなくでは
なく理由がある。それはモンテカルロ法の課題から見えてくる。
ひとつめは隅の評価が相対的に低いこと。例えば、相手の星に対して三々に入った形を考えてみ
る。この場合 は ％の誤差、すなわちミスが出るという（これは囲碁ソフトから見ると高い水
準らしい）。隅に対し ％分低い評価を下すため、相対的に中央に対して価値を感じているという。
ふたつ目は、手順を尽くした読みの苦手な点が挙げられる。五手先まで読むと仮定しよう。まっ
たく同じ局面になったとしても考えられる順序は十二通り。これに枝葉がつけばその数は膨れ上が
る。中央の地を破るためには長い手数がかかり、手順を尽くすことが多い。膨大な量をシミュレー
ションする だが、手順を気にする局面は不得意のようだ。 良い手の組み合わせが一つだけと
いうのは苦手 というのはチーム 代表の加藤英樹さん。結果的に中央に価値を見出すよ
うになる。
そういったこともあり は厚みを好む。もちろん厚みをバックに放つ攻めは強力だ。（週刊碁
年 月 日号より）
モンテカルロ法という言葉については後述するが、囲碁で例えると読み（変化その他を、先
まで考え検討する能力）の部分である。
江村さんの完勝に終わった後、開発チームの加藤さんは 江村さんは強い。序盤構想や読み
などすべてにおいて完敗です。 路盤でプロに追いつくために 年はかかると、棋士との 路
盤対決のときに言いましたが、 路はそれ以上に大変です と感想を話している。コンピュー
タ囲碁にはまだまだ超えられない壁があり、課題の多いことが浮き彫りとなった。
この言葉からもわかる通り、コンピュータ囲碁の進化はまだまだ。加えて、 杯のエキ
シビジョンで棋士と対局する機会があったものの、ハンデのある置碁だったこともあり（表
を参照）、 年 月にトップ棋士である李世 九段が負けるとは予想ができなかった。
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の先端技術である深層学習（ディープラーニング）を活用し、アルファ碁はブレイクス
ルーを起こした。深層学習とは、大量のデータからその特徴を見つけ出すもの。人間でいうと
ころの 直観 部分を鍛え上げたプログラムだ。アルファ碁は実践例のみならず、自分自身で
打ち続けた棋譜をひたすら学習しており、樊麾二段との対局以降も強くなっている評判だっ
た。 ネイチャー の論文は、囲碁界に驚きを与えたことは間違いない。
囲碁棋士は、幼少期から囲碁の棋力を向上させることを生活の中心にしている。日々訓練し
ても棋士になれるのは一握りで、そこからトップに行くまでのも途方もない道のりが続いてい
る。トップ棋士とは、普通の人間では到達できない領域で碁を打つことのできるスペシャリス
トであり、鍛え上げられた思考力を持った存在ということができよう。そのトップ棋士超える
ということは、人間が生涯にかけて探究する力を凌駕してしまったと言い換えられそうだ。ネ
イチャー論文は重いテーマを囲碁界につきつけた。
、グーグルディープマインドチャレンジマッチ
年の 月 日から 日にかけ、韓国ソウルのフォーシーズンズホテルで グーグル
ディープマインドチャレンジマッチ （アルファ碁─李世 九段）が行われた。
表 年までのおもな棋士とコンピュータ碁との 路対局（週刊碁を参考に作成）
と き 大 会 名 対 戦 棋 士 手合割
対戦
コンピュータ
勝 者
年 月 第 回 杯エキシビション 青葉かおり四段 子
年 月 第 回 杯エキシビション 青葉かおり四段 子 青葉かおり四段
鄭銘 九段 子 鄭銘 九段
年 月 第 回 杯エキシビション 青葉かおり四段 子
鄭銘 九段 子 鄭銘 九段
年 月 第 回 杯エキシビション 小林千寿五段 子 小林千寿五段
鄭銘 九段 子 鄭銘 九段
年 月 特別イベント コンピュータが棋士に挑戦 武宮正樹九段 子
武宮正樹九段 子
年 月 第 回電聖戦 二十四世本因坊秀芳 子 二十四世本因坊秀芳
二十四世本因坊秀芳 子
年 月 第 回電聖戦 依田紀基九段 子
依田紀基九段 子 依田紀基九段
年 月 第 回電聖戦 二十五世本因坊治勲 子
二十五世本因坊治勲 子 二十五世本因坊治勲
対局条件は、中国ルール（コミ 目半）、持ち時間 時間で使い切ると 秒の秒読み 回。
局勝負なので、勝敗にかかわらず 回対局する。 勝すると勝者となり、勝者の賞金は
万ドル（アルファ碁が勝った場合は慈善団体などに寄付）。李世 九段には手合料として 局
で 万ドル、 勝ごとに 万ドルが払われ
る。この様子はユーチューブで生配信され世
界中が見守った。
この五番勝負は、午後の時間帯に打たれ、
地上波でも生中継された。この対局は韓国中
が注目した一戦といい。街中を歩いてみる
と、ニュース番組を映し出す大型スクリーン
に遭遇した（写真 ）。
私は取材を第 局から行った。ある喫茶店
に入ると、アルバイトの学生が、大学でもアルファ碁の話題で持ちきりだと教えてくれた。も
ちろん囲碁を専攻にしているわけではない一般的な大学である。大げさかもしれないが、対局時、
韓国はアルファ碁一色だったともいえたと思う。
韓国であっても全ての人が囲碁について詳しいわけではない。むしろそのような人間は少数
で、テレビのニュースは囲碁を知らない一般の市民に向けての報道をしていた。その内容は、
に人間が負けてしまうのではないかという危機感を感じるものだった。朝に晩に連日
ニュースはグーグルディープマインドチャレンジマッチを伝えており、夜に食事をするために
居酒屋に立ち寄ると アルパゴ （アルファ碁を韓国語で発音すると、このように聞こえる）
という言葉があちらこちらから伝えた。このときは、韓国では国政選挙が近くその報道もあっ
たが、アルファ碁の次という扱いだった。
高級ホテルでの対局。対局は非公開で、その模様はユーチューブで配信された。記者関係者
用に、大盤解説会場は 部屋（英語、韓国語）が用意された。ビュッフェスタイルの軽食があ
り、良い待遇だった。
対局会場に入るために、首からぶら下げるネームプレートと、腕につけるリボンを支給され
た（写真 ）。それをつけていなければ入場ができない。囲碁の対局のセキュリティとしては
高いものだった。
国際囲碁連盟事務局長の李夏辰三段によると、グーグルディープマインド社がアルファ碁の
開発をはじめたのは対局の 年前。樊麾二段への勝利後、より強い相手を探した関係者は、イ
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写真 ソウル市内はアルファ碁一色だった
ギリス囲碁協会を通じ国際囲碁連盟へアジア
最強の棋士へオファーを試みた。 月には李九
段との対局開催が決まっていたという。
対局局当時、国際囲碁連盟事務局長を務め
ていた李夏辰三段は、グーグルチャレンジ
マッチにおける囲碁界側のキーマンといえる
人物だった。グーグルチャレンジマッチを企
画した初期の段階から、グーグルディープマ
インド社がコンタクトを取った人物である。
第 局と第 局の間の休息日となった 月
日に、韓国棋院でインタビューを行った。
（写真 ）対局に至る過程についても話して
もらった。
──なぜアルファ碁は李世 九段と打つこと
になったのでしょうか。経緯を教えてくださ
い。
李夏辰三段 ディープマインド社が開発したアルファ碁は、樊麾二段に で勝ちまし
た。そのため、より強い棋士を探していたのです。
ディープマインド社の開発者で一番囲碁が強い人もアマチェアなので、アルファ碁の正確な
実力がわからない。実力を試すため、アジアの強い棋士と対戦したいと、まずイギリス囲碁協
会に連絡がありました。私には、イギリス囲碁協会から照会がありました。
私にはじめて連絡があったのが 月、そして李世 九段と対戦したいという話が出てきて、
それを本人に伝えたのは 月です
──李世 九段と打ちたいといわれたとき、どのように感じましたか。
李 樊麾二段との対局内容からアルファ碁は強いと思いましたが、李世 九段ほどの実力で
はないと思っていました
──負け越し（インタビュー時のスコアは 勝 敗）は驚きですか。
李 大変驚きました
──囲碁ファン以外の人にとっても衝撃的なニュースとして受け止められました。今回の対
写真 記者に支給された入場証
写真 対局当時、国際囲碁連盟事務局長だった
李夏辰三段
局が盛り上がったことはどのように考えますか。
李 もし でまけたらマイナス面が大きかった。昨日勝ってよかったです
──囲碁界にとっては節目になる対局となりました。国際的な囲碁事情にも詳しい李夏辰さ
んにききたいのですが、これからどのような変化が考えられますか。
李 アルファ碁に良い先生役となってくれることを希望しています。ヨーロッパやアメリカ
など、プロ棋士の少ない地域の人にとっていい訓練の相手になるでしょう。アルファ碁が先生
になれば強いので、教わる側の実力も上がります。囲碁が強くなるためには、強い人と打たな
ければいけません。ヨーロッパではそれができる環境はまれです。アジアに囲碁留学する若者
もいますが、ずっと勉強するのは無理があります。もしこどものときから強い人と打つことが
できればもっと強くいプレーヤーが増えると思います
──国際的にみて、囲碁の人口が増えるとお考えですね。
李 そうですね
──韓国国内ではいかがでしょう
李 もちろん影響はあると思います。世界的に人気があがったら、囲碁は世界的であるいう
認識になり、韓国でも打つ人が増えるでしょう
──アルファ碁はだれに似た棋風ですか
李 李昌鎬九段や柯潔九段です
──アルファ碁コンピュータが打った手で印象に残っているものは。
李 第 局で 線にカタツキした手です。プロ棋士の思考にはありません。人間は考えませ
んが、アルファ碁を見たらいい手かなと思うようになりました。囲碁のパラダイムが変わると
いっていいかもしれません
──それはわくわくすることですか
李 はい。楽しいですね
──李夏辰さんは打ってみたいと思いますか。
李 打ちたいです。アルファ碁と打ったらいろんな面を把握することができるしょう。
──韓国国内の囲碁界のスポンサーに影響はありますか。
李 スポンサーの観点からみると、コンピュータの強弱よりも、囲碁を楽しむ人口が増える
ことが大切でしょう。今回の対局をきっかけに囲碁人口が増えれば、スポンサーも増えるので
はと考えます
──コンピュータが棋士より強くなるとファン離れが起こる可能性はないのでしょうか。
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李 その可能性もあると思います。しかし囲碁の実力の強い棋士の価値が下がることはない
と思っています。囲碁ファンがプロ棋士の対局を楽しいと感じてもらうことがこれからより一
層必要です
──もっと楽しくというのがキーワードですね。
李 おそらくですが、アルファ碁の技術によって、観戦者がより楽しめる環境をつくること
ができると思います。たとえば囲碁のテレビ番組においてファンが気になるのは形勢です。形
勢をうまく表現することができれば、もっと面白くなるのではないでしょうか
囲碁界はアルファ碁についての情報を、グーグルの発表情報でしか知ることができなかっ
た。それも情報はあまりにも少なく、判断に困るような状態だった。しかし李夏辰三段は、イ
ンタビューの中でも明らかにしたように李世 九段への手合料など、貴重な情報を話してくれた。
アルファ碁側が李世 九段を指名していたことは大変興味深い。その理由はディープマイン
ド社が明きらかにしていないため、断定はできない。しかしニュースの波及効果などを考え、
長期間世界のトップに君臨している李世 九段を選出したのではないだろうか。結果的にみて
も、世界へのニュース発信状況を勘案して、それが正しいものであったと私は考えている。
また、囲碁を知る人が増えるきっかけになるという発言は、このあと紹介する黎 初段の意
見と共通するものだった。アジア発祥の囲碁は、現在 以上の国で囲碁の組織ができるほど世
界に広がりを見せている。しかし、世界でスタンダードなゲームであるわけではない。世界の
囲碁普及事情に詳しい人は、囲碁を知ってもらえるきっかけになると好意的に受け取っていた。
観戦した棋士は、一様に布石感覚や大局観のよさに驚きをもっていた。これは、囲碁界が、
コンピュータ囲碁といえば終盤力の強さが特徴と考えていたからであろう。なぜこのような先
入観を持っているのだろうか。コンピュータは間違えないという刷りこみがあることはもちろ
ん、一つの理由に、死活判定ソフトの正確さがある。
年 月、ペア碁ワールドカップ 東京にて、ある詰碁のエキシビジョンマッチが行わ
れた。これは日中韓をはじめとした強豪棋士が、難解詰碁に挑戦しようというもの。ちなみに
詰碁とは、囲碁の活き死にを扱った問題。正解手順は一つで、難解なものは棋士でもひと目で
答えを導き出せないものである。世界のトップ棋士の集まった中で、パンダネット制作の死活
判定ソフト パンダ先生 が、人間の追随を許さない勝利をおさめた。死活判定ソフトは、日
本囲碁界には根づいているもので、この正確さが、コンピュータの終盤力は強いという考えに
つながっている。
しかし、実際は構想力にこそ、囲碁 の真価があった。そこでコンピュータ囲碁に何が起
きていたのか、電気通信大学・伊藤毅志助教への聞き取りを行った。週刊碁の記事とするため
で、聞き手は森本が行った。一部を抜粋したい。
──コンピュータ囲碁についてはわからない言葉が多く、ぜひ詳しく知りたいのですが。
伊藤 まず、コンピュータ囲碁の近況からご説明しましょう。囲碁は局面を認識することが難し
く、どちらがどれぐらい有利なのかを数値化することが困難であると言われてきました。そのため、
局面の認識を諦め、とにかく最後まで打って勝敗を判定し、それを膨大な回数繰り返して勝率を求め
るということにしたのです。これがモンテカルロ法です
──しかしアルファ碁はさらに新しい手法を使ったのですよね？
伊藤 はい。それがディープラーニングです。囲碁の局面を認識させるということを実現したのです
──ディープラーニングについて、わかりやすく教えて下さい。
伊藤 ある局面を見せ、棋士はこう打ったという棋譜を大量に教えます。するとコンピュータは棋
士の選択した手から逆算して、ある局面でどう打つのが良いのかを自ら学習していくのです
──人間が棋譜並べをしていくうちに、いい感覚が身につくようなものでしょうか？
伊藤 はい、非常に近いと思います
──何度も繰り返しみるとだんだん覚えていくというのは、 、 歳のこどもが言葉を習得する過
程のようですね。
伊藤 似ていますね。機械は意味もわからず素直に聞いて徐々に正しく反応するように学んでいき
ます。人間と違って疲れませんし、反抗期もなくただひたすらに学習し続けるのがディープラーニン
グの特徴です （週刊碁 年 月 日号より一部抜粋）
ポイントは、ディープラーニング。これで大局観の強化に成功した。ちなみに大局観とは全
体を把握しながら、形勢判断して着手を決める能力で、人間にしか会得できないと囲碁の世界
では考えられていた分野だ。もちろん囲碁を打つためには必要不可欠な能力である。
大会終了後の記者会見で、李世 九段は 囲碁はプロ、アマ問わず楽しむべきものだが、自
分は本当に囲碁を楽しんでいるのかなと思ったこともあった。しかしアルファ碁との対局は
局ともすべて楽しむことができた。創造的なアルファ碁の手を前にショックを感じました。こ
れまでの囲碁格言など我々が正しいと思っていたものを、考え直すきっかけとなりました。こ
グーグルチャレンジマッチを振り返る 年、囲碁 はどのように受容されたか
れからさらに研究が必要ですね と話した。
これは、アルファ碁の大局観の素晴らしさを
雄弁に語っている。
観戦した棋士の多くもアルファ碁の独創的
な打ちまわしに驚いていた。顕著な例が第
局（図 ）の 線の石（ シロ）に対して黒
とカタツキした場面。
この手を見た 廼偉九段は 呉清源先生が
帰ってきたようでした。私たちは碁盤を見る
視野が狭いのではと感じた手です と驚嘆。
朴正祥九段は 棋士が全く考えていない手。
％いい手とは今の段階では言えないが対応は難しい。その後は黒がよくなっていった と
最大限の賛辞を送った。
現代の囲碁界では見えていないものがアルファ碁には見えている。そのように感じた棋士が
感じているように思えた。
局目は、李世 九段が敗れ 連敗を喫し
人間が敗れるのが確定した対局である。その
とき対局室を離れる瞬間の李世 九段を撮影
した写真 をご覧いただきたい。ここまで覇
気のない李世 九段はめずらしい。うなだれ
た姿が印象的だった。相当なショックを受け
たことが想像できる。
そして迎えた第 局。韓国メディアは覇気
が上がらずどんより沈んでいた。しかし、ア
ルファ碁を狂わす一着を放った李世 九段が勝利をおさめ、待望の一勝をあげた。そのときの
写真が（写真 ）から、この 勝がどれだけ大きかったか伝わってくるのではないだろうか。
韓国国内にいると、人類を救った一局という風に感じられた。
当日記者向けに控室が 部屋用意されていた。韓国語の解説をしている部屋と、英語解説を
行っている部屋である。私は、英語解説の部屋で様子を見守っていた。アルファ碁の投了の瞬
図
写真 チャレンジマッチ敗退が決まりうなだれ
た表情を見せた李世 九段
間。となりの部屋から大歓声があがった。
韓国の記者たちは、人間側に勝ってほしい
と思って観戦していたことがよくわかる出
来事だった。
囲碁を知らない人はもちろん囲碁関係者
も、 局目の勝利は手放しに喜んでいた。
ベテラン棋士 人のコメントからも伝わっ
てくるものがある。 年 月 日の取材
である。
権甲龍八段 勝敗関係なく、人間を代表して一生懸命打った世 が勝者だと思う。（ 連敗
した時は）機械に人間が勝つのは容易でないと思ったが、 勝でき嬉しかった。囲碁を全く知
らない若い人も興味をもった意味は大きい。最終局は楽しんで打っているように見えた 。
徐奉洙九段 アルファ碁に人間の創造力や天才的な所があることが分かったが、まだまだな
一面があることも分かった。全敗したら囲碁界がダメになるかもと思ったが、 勝することに
より囲碁を世界に知らせることになった。まだまだ人間が を攻略できることが分かっ
た 。
ここから、韓国碁界の安堵感が伝わるのではないか。一気に 連敗となっては、人間の完
敗。 局目の勝利は、囲碁界のプライドを守ったものだったということができそうだ。
そして最終局はアルファ碁が勝ち、通算成績はアルファ碁の 勝 敗となった。
グーグルディープマインドチャレンジマッチは、中国で行われた第 回百霊杯統合予選と時
期が重なった。多くの棋士は中国でこの対局を見守ったことになる。
補足ながら、当日韓国棋士の観戦が少なかったのは予選に参加するためというのも一つの理
由である。
廼偉九段も予選に参加していた棋士のひとり。 月 日に現地を訪れたため、インタ
ビューを行った（写真 ）。中国語界の受け止め方も併せて聞いている。
──中国での検討で印象的な場面があったと聞きました。
廼偉九段 中国では、古力や常昊が世 頑張ってと応援していました。囲碁界がみんな同
じことを考えたのはたぶん初めてではないでしょうか。また今回のシリーズは、中国国家チー
グーグルチャレンジマッチを振り返る 年、囲碁 はどのように受容されたか
写真 起死回生の勝利をおさめ眼に力が蘇った
李世 九段
ムの若い棋士たちと検討していました。実は
世界戦の決勝であっても、国家チームの全て
棋士が検討しているわけではありません。検
討している人もいますが、早碁を打っている
人もいます。でもこの戦いはみんなが最後ま
で見守っていました
──韓国では、人間が負けたという報道を
しています。
プロ棋士にとってもショックです。大
きなショックというか、まさか 局目負ける
と思っていませんでした。どうしよう、どう
しようと思っているうちに、 、 局目も負
けてしまいました。私自身はつらく悲しいです。ずっと囲碁を打ってきて、人間はそれくらい
力がないのかという感じです。
──アルファ碁に思うことは。
感謝そして敬意しかありません。それくらいすばらしいものをつくってくれました。人
間がここまで囲碁の強い をつくったことは、すごいと思います。戦った世 もえらいで
す。 局目は、中国では神の一手が出たといって喜んでいました
──今後、棋士としてどのように棋道に取り組まれますか。
一方はうれしく、もう一方では悲しい、複雑な気持ちです。アルファ碁は、私たちにい
いものをもたらしました。それをちゃんと受け取り、アルファ碁の力を借りて囲碁をもっとい
いものにしなくてはと思います
──印象に残っている手は。
アルファ碁は思いもしない手を打ちました。 局目のカタツキを見ると、呉清源先生が
帰ってきた感じを受けました。私たちが碁を見る視野は、ちょっとせまいんじゃないかと気づ
かせてくれたのです。中国の棋士は一緒にいればもっと勉強できると喜んでいました。
インタビューにあった古力、常昊は中国のトップ棋士の名前だ。 廼偉九段は、中国の棋士
が韓国の棋士を応援していたことにまず驚きの声をあげた。いまの囲碁界において、国際棋戦
は国家間の対抗戦と見る向きがあり、国同士の対決という感がある。にもかかわらず今回の対
写真 アルファ碁は呉清源九段の再来 と
廼偉九段
戦は、人類対人間という構図になっていて、人間側を応援していたというのは面白い指摘だった。
が強い手を打ったのを見て、自身の能力の向上に生かしたいと熱望する棋士は、アル
ファ碁の開発者のあくなき探究心と重なる。呉清源九段の再来という表現からも人間は、機械
の登場に思考停止するのではなく、自身のありようを見つめなおすきっかけにしてさらなる飛
躍を誓っていた。
宋泰坤九段は 科学者のように、囲碁の棋士も新しいアプローチやこれまでにない手法を
日々模索しています。そして、それを見つけた時の喜びは何にも代えがたいものです。今回の
一連の対局は、私たち棋士がこれまで見たことのない世界を見せてくれました。そして囲碁へ
の関心も高まったと思います。この一週間で、私の囲碁の腕前はさらに上達したのではないか
と思います と話した。
アルファ碁の登場で勉強する絶好の機会を得たというのは、韓国の若手棋士から聞かれた
言葉だった。 廼偉九段と同様である。まず強い手に感動し、それをつくった開発者に感謝す
るというのが、取材で会った棋士の総意であった。
シリーズ終了直後（ 年 月 日）、梁宰豪九段にグーグルチャレンジマッチ 局を通し
ての感想を聞いた。なお梁九段は取材当時、韓国棋院事務総長の役職にあった。
梁宰豪九段 李世 九段は、対局がはじまる前、アルファ碁をは甘くみていた感じでした。
ですから第 局、第 局とたいへん驚いたのではないでしょうか
──人間側が負け、棋士にとっては厳しい結果となりました。
梁 このような結果となったのは、アルファ碁の実力を知らないで対局したのが決定てきな
理由でしょう。アルファ碁の分析が必要です
──囲碁界が世界中から注目されることになりました。
梁 世界に囲碁に興味を持ちはじめました。普及に力を入れなければと思います
──韓国国内の普及状況とこれからの展望は。
梁 囲碁が難しいと広まっているので、こどもも大人も囲碁人口が減っています。覚える機
会があったとしても短い期間なので、スマートフォンのアプリケーションとして開発して、お
もしろいものをつくりたい。簡単に囲碁を学びやすくしようという話を進めています
──囲碁界はどう変わらないといけないのでしょうか。
梁 アルファ碁に対して勝てるようにがんばらないといけません。もちろん人間的な面の美
しさは変わりません。難しいお話ですが、囲碁人口自体が減ってきているので、棋士の形が変
グーグルチャレンジマッチを振り返る 年、囲碁 はどのように受容されたか
わってくるのではないでしょうか。みんなの意見を聞いていきたい
私は、対局直後 人程度の韓国棋院所属の棋士と話をした。そのなかで梁九段が、もっとも
今回の結果を深刻に取らえていた。囲碁界が変わるということを直感したのだろう。
囲碁はいわゆる完全情報ゲームで、盤上にすべてがあらわれている。突きつめれば必勝法と
いう正解があるのだろうが、解明はされていない。棋士は勝利を求める存在である一方で、最
善手順を突き詰めて少しでも真理を近づきたいと考える存在だ。その求道者たちの叡智を、ア
ルファ碁は一瞬にして抜き去ってしまった。そんな中での梁九段の発言は重いものだった。
アルファ碁を開発したディープマインド社 のデミス・ハサビス氏は、初戦の勝利を受
け 月面着陸した とツイッターでつぶやいた。 発展にとって李世 九段への勝利がどれ
ほど価値のあることなのか、この言葉に凝縮されている。
現地で観戦していて一番驚いたのは、 局目終了後にみせたディープマインド陣営の表情。
アルファ碁が敗れたのに、開発者たちはうれしそうだった。勝ち負けを超え、アルファ碁をよ
り完璧なものにしたいという強い向上心を感じた瞬間だった。ハサビス氏と、アルファ碁開発
主任研究者デイビッド・シルバー氏のコメントを紹介したい。
デミス・ハサビス氏 今日の対局で、世 さんはその驚くべき実力を改めて示しました。今
日、アルファ碁は全く相手になりませんでした。アルファ碁は、序盤に強い攻めを見せました
が、素晴らしい手に圧倒され、ミスを犯し、世 さんはそれを見逃しませんでした。私たちは
アルファ碁の限界を試すために韓国まで来ましたが、今日その目的を果たすことができまし
た。世 さんに最大限の拍手を送りたいと思います 。
デイビッド・シルバー氏 アルファ碁は自ら学習し、自己対戦を通してその能力を向上させ
ているために、その知識の中でどこに、いつ盲点が出てくるのかは、ほとんど予測できませ
ん。しかし、強い対戦者であれば、アルファ碁を追い詰めて、盲点や弱点を見つけることは可
能です。今日、世 さんは、アルファ碁を盤中央付近で劣勢に追い詰めました。内部の検証だ
けで弱点を突き止めるのは困難であり、学習を深めるために、想像力に富んだ天才の協力が必
要だったのです。今回、私たちが韓国へやってきたのは、まさにこのためでした。世 さんに
心から賛辞を送ります 。
棋士と 開発者は、囲碁を究めることに全力を注いでいた。アルファ碁の開発の先には、
医療など他分野への応用がある。しかし、グーグルディープマインドチャレンジマッチにおい
ては、開発チームは純粋に碁の強さを求めていた。これは棋士のそれと同じものであったと感
じている。また李世 九段へ最大限の敬意があり、清々しささえあった。個人的には、研究者
と棋士が囲碁の探究という同じ目標に向かっていたように見えた。
シリーズを終えデミス・ハサビス氏は この 日間、私たちは囲碁が持つ素晴らしい文化に
触れ、興奮と熱狂を目の当たりにしました。現存する最古のゲームである囲碁に、この一週
間、アジアそして世界中の人々の関心が集まったのです。このチャレンジを共催してくださっ
た韓国棋院、そして対局をご覧くださった皆さんに、心より感謝いたします。そしてなによ
り、快く私たちの挑戦を受け入れ、すべての
対局においてその驚くべき才能を発揮した李
世ドルさんに最大限の賛辞を送りたいと思い
ます。彼の力なくして、私たちはアルファ碁
の限界に挑戦することはできなかったでしょ
う。私たちは、プロ棋士達の棋譜を与え、学
習させることで、最高の棋士を打ち負かせる
システムを作れるのかが知りたくて、この挑
戦にチャレンジしました。私自身の生涯を通
しての夢であったその大きな一歩を達成でき
たことに、今は興奮を抑えることができませ
ん。今後、私たちはこの技術を、より高度な
スマートフォンのアシスタント技術や医療、
翻訳などといった他の分野に応用していきた
いと考えています と述べている。
人間、コンピュータがお互いに限界まで高
めあったからこそ、その対戦にドラマ性が生
まれたのだと考えている。
、世界の反応
アルファ碁騒動からおよそ カ月がたった 年 月、第 回世界アマチュア囲碁選手権の
グーグルチャレンジマッチを振り返る 年、囲碁 はどのように受容されたか
写真 李九段とデミス・ハサビス氏
写真 アルファ碁開発チームのメンバー
取材のため中国の無錫を訪ねた。中国でありながら運転の荒い自動車は少なく、のんびりとし
た街だった。
グーグルやユーチューブを閲覧できない中
国であってもアルファ碁という言葉は認知さ
れている。会場では、アルファ碁の似顔絵を
あしらった白酒がお土産（写真 ）として売
られていたほどだった。
ここでは、世界の囲碁界の事情に詳しい黎
初段にインタビューを試みた。黎 初段は
関西棋院初段で、国際囲碁連盟の理事、また
ヨーロッパ囲碁協会の理事を務めている。
──まず樊さんが負けたと聞いたときの感想を。
黎 初段 皆、びっくりしました。もちろん中国の人も皆、樊さんに確認していて、信じら
れないという気持ちでした。棋譜を見たところ、まだまだな部分があり、樊さんに緊張があっ
たかなという思いもありました。しかしすぐ李世 と打つ前に、関係者からアルファ碁が日々
強くなっているという情報を聞き、五番勝負では李世 も勝てないのではという感じでいまし
た。
──樊さんは「強い選手と認識されていたのでしょうか。
黎 樊さんは皆強いとわかっています。中国国家チームに入ったこともある人で、ヨーロッ
パのプロ制度がはじまる前は、ほとんどのヨーロッパの大会で勝っていました
──ヨーロッパの囲碁界はグーグルとつながりはありましたか？
黎 いきなり出てきた感じでした。チャレンジマッチの話が出てきてからお付き合いをする
ようになりました
──アルファ碁で囲碁人気が出たというニュースがありました
黎 はい事実です。ヨーロッパで碁盤を扱っているところが急にに忙しくなったという話を
聞いています
──囲碁ブームは来そうですか。
黎 周りの囲碁のわからない人から多く質問を受けています。しかし囲碁がブームになるか
どうかはわかりません。多くの人が囲碁は何かとやっとわかった段階で、続くかどうかは皆の
写真
努力が必要。もしもう一回アルファ碁が何かをやったら変わると思います。囲碁に関係する人
が努力できるかどうかだと思います
アルファ碁の衝撃は、囲碁のプロ組織がない地域でも囲碁トップニュースとして報道され
た。ここから、囲碁の新たな地平が広がった。黎 初段が指摘したように、囲碁に全く触れる
ことがなかった層に囲碁をアピールできたことに価値がある。コンピュータであっても越える
のが容易でない知的ゲームという認識がなされたことは、欧米への囲碁の認知度をあげるため
に大いに役立ったと言える。しかし、あくまでその認知度を上げただけであり、囲碁人口の拡
大のきっかけを得たにすぎない。囲碁界の今後が問われている。
、アルファ碁以降
アルファ碁がディープラーニングを活用して、コンピュータ囲碁界に急速な変化が見られた。
ディープラーニングはこれまでも人工知能には使われていた手法。しかし導入には莫大な費
用がかかるため、開発者たちは囲碁のために導入するかは躊躇することもあった。
であるが、アルファ碁が明確な羅針盤を提供したことにより、大きく道がひらけた。
日本最強の は、ディープラーニングを取り入れ大きく飛躍。 月にはドワンゴ、東京
大学松尾研究室が協力する プロジェクトを発足させ、アルファ碁に対抗しようと
いう意思を明らかにした。名称も と新たにした。
ここでは、私が感じているアルファ碁と の大きな思想の違いを紹介しておきたい。
アルファ碁はその人工知能の能力を、他分野、例えば医療などへの応用にしようという考え
がある。これだけの莫大な資本投入を囲碁だけのために使うわけにはいかないだろう。
一方、 は、プログラムを目指している。いうなれば家庭用のパソコンで、楽しめるソ
フトを目指しているようで、その考えは異なっている。
年 月に行われた電聖戦では、小林光一名誉棋聖相手に 子の手合だったが、
は 年 月には趙治勲名誉名人に互先（ハンデなし）で挑むことになった。
一気に飛躍した和製 は、趙名誉名人相手に 勝 敗。互先で 勝を挙げた歴史的な対戦
となった。
趙名誉名人は （ は）強いですね。ただ、凄く強いところと弱いところがあ
グーグルチャレンジマッチを振り返る 年、囲碁 はどのように受容されたか
る。弱いところはすぐに改良されるでしょう。強いところは、布石などの創造力を要する部
分。人間味のある感じで、人工知能と打っている感じはしなかった。ただ、 もアルファ
碁も人が良くて、形勢が悪い時に勝負手を打ってこない。勝負手を打たれたら、間違えたかも
しれない と話した。コンピュータの進化については 今回の対戦を凄く楽しみにしていた。
コンピュータに負けたら恥ずかしいとか、そういう気持ちはまるでなかった。碁はある程度強
くならないと、全く面白くないもの。これだけ強くなってくれたら、みんながそれで勉強し
て、世界に囲碁が広まる。感謝の気持ちしかありません といい、人工知能の進歩をよろこん
でいた。
月 日、第 回電王戦第 局が行われている最中に、もう一局の と棋士の対
局があった。大阪府寝屋川市で行われた囲碁・将棋まつりでの記念対局。ここでは河六段が敗
れた。 年 月 日、河英一六段にインタビューを行った
──アルファ碁が李世 に勝ったと聞いたときは？
河英一六段 最初聞いたとき、パソコンをたくさんつないでいるとのことで、家庭用ののデ
スクトップでは無理だろうと思っており、少し遠い話だと思っていた。今回自分が と
打ってみて、家庭用のデスクトップでも、あっという間に強いものと打てるのかもしれませ
ん。将棋の棋士にもうパソコンには勝てないと聞いたが、囲碁でも目前に迫っていると感じま
した
──これまでも とは対局があるそうですね。
河 、 年前は、 子から 子の手合だったので、イベントといいますか、勝負という雰
囲気ではありませんでした
──今回の対局をするに至った経緯を教えてください。
河 当初は逆コミ 目半で打ってほしいというお話でした。その後に趙名誉名人と戦うこと
がわかって、こちらが逆コミだと変なので互先でということになりました。
──電王戦のものと同じバージョンのものだったのでしょうか
河 バージョンと、サーバーがちょっと違うと聞いています。サーバーは、当初の予定より
強化されたものいう話がありました
──対局にあたりプレッシャーはありましたか
河 僕が打っているとき、電王戦は というスコアで、 局目の結果はわからないまま
打っていました。これで趙名誉名人が 連勝であったら、（私が日本で初めて互先で負けとな
るかもしれなかったので）もっと緊張したかもしれません
──対局を振り返ってください。
河 よく機械は部分の戦いには強いものの、大局観が弱いという評価があります。それは逆
で、序盤の感覚が優れているような気がしました。感想戦がないのでわからない。終盤で弱い
というのか、きっちり勝つ能力が優れているというのかわからないのですが、最善ではないと
きがありました。棋士なら取りにいくところを取らないのです
──改めて感想を。
河 人間代表として話していいのかはわかりませんが、僕より強い部分と弱い部分が混在し
ている気がしました
──これからコンピュータ囲碁はもっと強くなることが予想されます。
河 不安も半分、楽しみも半分です。不安といえば、人間しかできないと思っていたことが
に取って代わる不安。楽しみなことといえば、将棋界ではソフト発の新手があるらしいで
すが、囲碁界にも起こるでしょう。それがどんな手なのかが楽しみで教えてもらいたいという
気持ちです。いま僕は不安の方が上なのですが、怯えてばかりいても仕方ないので、いい使い
方を考えてみたいです 。
趙名誉名人と、河六段が 強いところと弱いところがある とまったく同じ指摘をしている
ことが面白い。河六段の言葉を借りれば、棋士の思考と違う部分があるということだろう。石
を取ることができる場面で、棋士は最善を求め取りに行く。しかし は勝てると思えば、必
ずしも石を取りに行かない。棋士が違和感を持ったところである。棋士は囲碁を打つとき、勝
つことも求め、観戦者に魅せることも考えている。棋士だからこその考えである。
と棋士はその関係がどうなっていくのか、という問いに大変示唆に富んだインタビュー
となった。棋士の本音も垣間見られていた。単純に喜んでこの状況を受け入れるだけではな
く、思うこともあるが、棋道を究めたいという気持ちが勝っているということだろう。棋士に
は新たなテーマが与えられたという雰囲気があった。
グーグルチャレンジマッチを振り返る 年、囲碁 はどのように受容されたか
、おわりに
グーグルチャレンジマッチのことを大阪商業大学アミューズメント産業研究所紀要に投稿し
ようと思ったのは、韓国の滞在は驚きの連続で、この体験を残しておきたいという気持ちが強
くあったからである。
取材に際し、明知大学の南治亨教授、同じく明知大学の李秀貞さんをはじめ、韓国の関係者
に多大な協力をいただいた。インタビューをした多くの方々の協力で本稿ができたことを改め
て感謝申し上げたい。また 年連続で紀要を書く機会をつくっていただいた大阪商業大学ア
ミューズメント産業研究所の皆さんにも同様にお礼を申し上げたい。
もちろん本稿に内容理解の間違いやミスがあれば、責は私にあるし、本稿はあくまで私個人
の意見であることを強調したい。今書き終えていて、多くの方に参照してもらえるものになっ
ているとしたらうれしいと強く思う。
ここで、週刊碁のグーグルチャレンジマッチ掲載号で書いたコラムを紹介したい。
人間は対局中、読みに加えて このあたりが良さそうだ という直観で着手を決めている。
この 直観 の精度が極めて高く、瞬時に着手の候補を選ぶことができるのが棋士である。
アルファ碁が活用した深層学習（ディープラーニング）は、膨大なデータから特徴を見出す
のがうまい。たくさんの棋譜を勉強し、よりよい着手を研究する棋士の思考に近い。
アルファ碁の勝利は、人間の脳を が凌駕できるようになったと言い換えることができる。
深層学習が進化すると、医療分野で急速な進歩が起きそうだ。 が莫大なレントゲン写真
を見て、瞬時に病名を診断できることになるのはその一例。正確な診断条件がそろえば、医師
は治療に専念できる。おそらく患者に寄り添う人間らしい医師の評価が高くなるのではないか。
囲碁界も同様なことが起きると予想する。いくら強い があっても、囲碁の楽しさに変わ
りはない。囲碁の価値が下がることはないし、面白さを伝える人材の需要は増えるだろう。
人工知能と人間の対戦は、アジア地域を超え、全世界的ニュースになった。囲碁を知り関心
を持つ人が増えたことを囲碁界は好機ととらえるべきだと思う。
（週刊碁 年 月 日号）
ここに書いたことは、いまも変わらぬ思いである。
本稿の締め切りは 年 月末だった。囲碁 分野の進歩は日進月歩。 月にはアルファ碁
がインターネット上で非公式ながら対局をしたと発表された。しかも、世界チャンピオンクラ
スの棋士らを相手に 連勝をおさめたのだ。
そんな状況で棋士たちは、公式戦で次々とアルファ碁の布石から得た手法を使用している。
本稿で強調した、棋道の真理を突きつめたいという棋士の本性は変わっていなかったようだ。
アルファ碁から学ぶべく、新しい着手の研究も進んでいる。
もちろん本稿が発表されるときには、執筆時には考えもつかない進化があるのかもしれな
い。またそれらを研究テーマとしていきたい。
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